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写真 1　日本青年館での調査（2018 年 8月）
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館や大日本連合青年団が行った民俗学や郷土研
究に関する事業、地方の民俗文化に関する記事
をピックアップして目録を作成した。
　調査の過程では、『長崎県南松浦郡・南高来
郡・北高来郡及熊本県天草郡地方に於ける若者
宿娘宿調査』と題する資料を発見することがで
きた。本資料は、著名な民俗学者である瀬川清
子と関敬吾による九州地方の青年の習俗につい
ての聞き書きの記録であり、大日本連合青年団
によって 1935年に作成されたものである。
　日本青年館以外では、渋沢史料館や国立国会
図書館でも調査を行ったが、ここでは特に山形
【目的】
　昭和戦前期に、日本青年館や大日本連合青年団が行っていた民俗学に関する事業に複数の民俗学
者が関わっていたことは、これまでも研究されてきた。しかしながら、従来の研究では部分的に取
り上げられるばかりであり、総合していく観点がなかった。すなわち、なぜ日本青年館や大日本連
合青年団が民俗学に関する事業を実施したのか、研究者などの知識人たちはそこで何を成そうとし
たのか、地方の青年や青年団はどのように受け止めて実践したのか。これらの課題について検討す
ることが、本共同研究の目的である。
【2018 年度の活動および成果】
　共同研究の 2年目となる 2018年度は、調査を 10回実施し、研究会を 4回開催した。調査は 10
回のうち 6回は日本青年館での調査である。日本青年館図書・資料センターに収蔵・保管されてい
る戦前の日本青年館および大日本連合青年団に関する文書、『日本青年新聞』、雑誌『青年』などを
中心に調査した。特に『日本青年新聞』（1930年 4月 15日に第 1号を発行、1941年 2月 15日発行第
250号より『日本青少年新聞』に改称）については、発行期間のすべての紙面に目を通し、日本青年
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昭和戦前期の青年層における民俗学の受容・活用についての研究
フォーラムでの議論を踏まえて、より充実した報告書の刊行を目指していくことにしたい。
県新庄市における調査を取り上げて説明する。
本調査は、中央の東京にある日本青年館や大日
本連合青年団の動向に対して、地方の青年がど
のように対応・参加したのかを明らかにすると
いう問題意識に基づくものである。本調査は丸
山と木村の 2名にて 2019年 2月に調査を実施
した。新庄市を選んだのは、これまでの調査の
過程で、大日本連合青年団郷土資料陳列所に資
料を寄贈した小野恵敏と佐藤太吉や、郷土工芸
である亀綾織についての研究補助を大日本連合
青年団から受けた小田嶋寅蔵など、熱心な青年
がいたことが明らかになっていたためである。
同市にある雪の里情報館に収蔵されている文献
資料を調査し、青年団報などから郷土を発展さ
せていこうとした青年たちの人物像に迫ること
ができた。
　研究会では調査の状況と成果を報告・共有し、
また、各メンバーが個別の課題についての研究
成果について発表し、議論を交わした。
　 2年間にわたる調査・研究を通じて新たな事
実が明らかになるとともに問題関心も深まった。
これらの成果を 2019年度に開催する共同研究
フォーラムで報告する予定である。そして、
■ 2018 年度の活動
○ 2018年度第 1回共同研究会　2018年 4月 21日・22日　日本常民文化研究所　丸山泰明・小熊誠・木村裕樹・
小林光一郎・黛友明・室井康成
○田沢義鋪および渋沢栄一・渋沢敬三関連資料調査　2018年 6月 3日　渋沢史料館　丸山泰明・小熊誠・黛友明
○日本青年館および大日本聯合青年団による民俗学関連事業についての文献調査、日本青年新聞民俗学関連記事調
査　日本青年館　2018年 6月 4日　丸山泰明・小林光一郎
○日本青年館および大日本聯合青年団による民俗学関連事業についての文献調査、日本青年新聞民俗学関連記事調
査　2018年 8月 21日～23日　日本青年館　丸山泰明・木村裕樹・小林光一郎・黛友明・室井康成
○第 2回共同研究会　2018年 9月 29日　日本常民文化研究所　丸山泰明・小熊誠・小林光一郎・室井康成
○日本青年館および大日本聯合青年団による民俗学関連事業についての文献調査、日本青年新聞民俗学関連記事調
査　2018年 11月 1日・ 2日　国立国会図書館、日本青年館　丸山泰明
○日本青年館および大日本聯合青年団による民俗学関連事業についての文献調査、日本青年新聞民俗学関連記事調
査　2019年 1月 7日・ 8日　日本青年館　丸山泰明・黛友明
○第 3回共同研究会　2019年 1月 26日・27日　日本常民文化研究所　丸山泰明・小熊誠・木村裕樹・小林光一
郎・黛友明・室井康成
○日本青年館および大日本聯合青年団による民俗学関連事業についての文献調査、日本青年新聞民俗学関連記事調
査　2018年 2月 12日～13日　国立国会図書館、日本青年館　丸山泰明
○青年団による郷土工芸研究についての調査　2019年 2月 18日～20日　雪の里情報館、新庄亀綾織伝承協会（山
形県新庄市）　丸山泰明・木村裕樹
○日本青年館および大日本聯合青年団による民俗学関連事業についての文献調査、日本青年新聞民俗学関連記事調
査および第 4回共同研究会　2019年 3月 7日～ 9日　日本青年館、日本常民文化研究所　丸山泰明・小熊誠・木
村裕樹・小林光一郎・黛友明・室井康成
